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（
一
社
）全
国
建
設
業
協
会
（
全
建
）
で
は
、地
域
の
建
設

企
業
が
行
っ
て
い
る
社
会
貢
献
活
動
を
国
民
に
正
し
く
理

解
・
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
、平
成
18
年
よ
り
毎
年
７
月

を
「
建
設
業
社
会
貢
献
活
動
推
進
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

７
月
の
月
間
中
、
各
県
建
設
業
協
会
は
会
員
企
業
と
連

携
し
て
、
地
域
建
設
業
界
の
実
践
し
て
い
る
幅
広
い
社
会

貢
献
活
動
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
公
共
事
業

へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
全
建
主
催
に
よ
る
、「
建
設
業
社
会

貢
献
活
動
推
進
月
間
中
央
行
事
」
が
去
る
７
月
25
日
に
東

京
都
の
経
団
連
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
本
間
全
建
副
会
長
か
ら
「
予
測
が
つ
か
な
い
災

害
に
対
し
て
、
私
ど
も
建
設
業
協
会
は
即
時
に
パ
ト
ロ
ー

ル
を
開
始
し
、
被
害
が
発
生
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
現
地
に
駆

け
つ
け
、
道
路
を
啓
開
し
た
り
、
土
嚢
を
積
み
上
げ
て
洪

水
に
備
え
る
等
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
、
地
域
住

民
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
活
動
を
広
く
一

般
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
地
道
に
社
会
貢
献
活

動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

挨
拶
の
後
、
全
国
で
27
の
協
会
、
32
の
会
員
企
業
が
災

害
復
旧
支
援
活
動
や
環

境
美
化
活
動
及
び
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
活
動
な

ど
６
つ
の
部
門
毎
に
受

賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
地
区
で
は
、
山

口
県
建
設
業
協
会
下
関

支
部
が
「
環
境
美
化
活

動
」
の
部
門
で
受
賞
さ

れ
、
同
支
部
長
で
あ
り

協
会
副
会
長
の
中
村
髙

志
氏
（
住
吉
工
業
（株）
）

が
代
表
し
て
、
「
建
設
業
社
会
貢
献
活
動
功
労
者
表
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
事
例
発
表
の
中
で
、
「
熊
本
広
域
大
水
害
の
復

旧
支
援
活
動
」
を
（
一
社
）

熊
本
県
建
設
業
協
会
阿
蘇
支

部
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
24
年
７
月
12
日
に
発
生
し

た
「
平
成
24
年
7
月
九
州
北

部
豪
雨
」
に
お
い
て
阿
蘇
支

部
で
は
自
衛
隊
や
警
察
が
人

命
救
助
活
動
を
行
う
前
に
被

災
地
の
土
砂
等
を
バ
ッ
ク
ホ
ー
等
に
よ
り
撤
去
し
、
救
助

活
動
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。

（
一
社
）
熊
本
県
建
設
業
協
会
で
は
、
熊
本
県
と
「
大
規

模
災
害
時
の
支
援
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
お

り
、
こ
の
災
害
が
協
定
後
初
と
な
る
出
動
と
な
り
ま
し
た
。

復
旧
活
動
の
問
題
点
と
し
て
は
、
①
国
・
県
・
市
町
村
・

民
間
か
ら
の
応
急
措
置
に
依
頼
が
重
な
り
、
情
報
が
錯
綜

し
た
。
②
災
害
箇
所
が
多
す
ぎ
る
為
、
担
当
職
員
と
現
場

立
会
い
が
出
来
な
く
て
、
具
体
的
な
指
示
が
も
ら
え
な

か
っ
た
。
等
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
、
熊

本
県
と
同
協
会
で
は
、
平
成
25
年
４
月
に
災
害
基
本
協
定

に
規
程
す
る
活
動
を
行
う
為
の
「
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
」
の
運
用
を
開
始
。
更
に
、
こ
の
活
動
の
実
績
が
認
め

ら
れ
て
、
平
成
25
年
に
は
同
協
会
が
「
指
定
地
方
公
共
機

関
」
に
指
定
さ
れ
、
会
長
が
「
熊
本
県
防
災
会
議
委
員
」

に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
自
衛
隊
や
消
防
と
同
じ
く
、
法
に
基
づ
い

た
機
関
と
し
て
、
災
害
時
に
公
共
的
役
割
を
担
う
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
建
設
業
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
担
っ
て
い

る
こ
と
の
広
範
囲
な
理
解
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

去
る
10
月
17
日
、
東
京
都

の
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で

「
平
成
２５
年
度
優
秀
施
工
者

国
土
交
通
大
臣
顕
彰
式
典
」

が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
選
ば

れ
た
378
名
の
授
与
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
優
秀
施
工
者
国

土
交
通
大
臣
顕
彰
者
は
、
通

称
「
建
設
マ
ス
タ
ー
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
山
口
県
土
木

建
築
部
と
共
に
、
こ
の
制
度

の
普
及
啓
発
に
協
力
す
る
た
め
、
毎
年

秋
に
「
山
口
県
優
良
工
事
表
彰
」
を
受

賞
さ
れ
た
会
員
企
業
を
対
象
に
候
補
者

の
推
薦
を
お
願
い
し
て
お
り
、
平
成
25

年
度
に
つ
い
て
は
宮
崎
義
光
氏
（
（株）
宮

崎
工
務
店
）、
中
野
幸
宏
氏（
（株）
A
O
I
）

の
２
名
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
冒
頭
、
野
上
国
土
交
通
副
大

臣
か
ら
「
顕
彰
者
は
住
宅
や
社
会
資
本

整
備
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
。
建
設

産
業
が
活
力
を
も
っ
て
発
展
し
て
い
く

に
は
、
優
秀
な
人
材
確
保
と
優
れ
た
技

能
の
継
承
が
重
要

で
あ
り
、
顕
彰
者

の
皆
さ
ん
が
こ
れ

ま
で
、
も
の
づ
く

り
の
現
場
の
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
、

後
進
の
指
導
に
も

貢
献
さ
れ
て
き
た

ご
尽
力
・
ご
努
力
と
、
支
え
て
こ
ら
れ

た
ご
家
族
に
敬
意
を
表
し
た
い
」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
を
代
表
し
て
、
謝
辞
を
行
っ

た
山
本
氏
（
福
井
県
）
は
「
顕
彰
は
身

に
余
る
光
栄
な
こ
と
。
建
設
産
業
は
技

能
者
の
高
齢
化
や
若
年
就
職
者
の
不
足

が
顕
著
だ
が
、
も
の
を
つ
く
る
満
足
感

を
若
者
に
伝
え
る
こ
と
が
我
々
の
大
き

な
目
標
で
あ
り
、
更
に
自
己
の
研
鑽
と

後
進
の
育
成
に
取
り
組
み
た
い
」
と
新

た
な
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。　

　

山
口
県
で
は
平
成
25
年
度
も
産
業
功

労
者
と
し
て
県
選
奨
に
過
去
の
建
設
マ

ス
タ
ー
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
奥
野
幸
巳
氏
（
（株）
井
原

組
）
が
県
選
奨
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
協
会
で
は
よ
り
一
層
、
国
・
県
と

協
力
し
て
建
設
マ
ス
タ
ー
制
度
の
普
及

啓
発
に
取
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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